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ぞ〉
届ミ自~

朝7時45分、気温-3"C。掻業前の玉)11第一小学校校庭では、児童が北風の
中を「北風なんて吹き飛ばせJとばかりにマラソンをしています。

子供は風の子。寒さなどまったく苦にせず、前だけを見つめてひたすら走

る姿には、人の心を動かすものがあります。

子供たちの吐く患は躍動のあらわれ。ひたむきな強さ。

玉川村の将来を担う子供たちには、どんなことにもくじけない、丈夫な体

と強い心を持ち続けてくれることを望みます。
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十

十
二
月
定
例
議
会
で
、
昨
年
八
月

か
ら
空
席
だ
っ
た
助
役
に
円
谷
信
男

氏
。
別
総
務
課
長
〉
が
提
案
さ
れ
、

用
意
を
得
て
一
月
一
日
付
で
就
任
し

自
治
省
の
地
方
行
政
改
革
大
綱
策
定

通
達
を
受
け
て
、
村
で
も
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
昨
年
九
月
に

設
置
さ
れ
た
玉
川
村
行
政
改
革
推
進
委

員
会
(
会
長
・
矢
吹
政
治
郎
さ
ん
、
委

員
十
人
〉
は
、
村
長
の
諮
問
に
対
し
、

十
二
月
二
十
七
百
組
織
機
構
の
簡
素
化

な
ど
を
内
容
と
す
る
意
克
を
ま
と
め
、

村
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

今
回
の
答
申
は
、
村
行
政
改
革
推
進

本
部
(
本
部
長
・
村
長
〉
が
策
定
す
る

村
行
政
改
革
大
綱
に
、
民
間
の
意
見
を

反
映
さ
せ
よ
う
と
、
十
一
回
の
会
議
を

持
ち
作
ら
れ
た
も
の
。

内
容
は
、
住
民
福
祉
り
増
進
の
た
め

例
議 男
氏
就

三完3
ロI&:，'

ま
し
た
一。

円
谷
氏
は
、
村
職
員
と
し
て
三
十
七

年
の
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
玉
川
村

発
展
の
た
め
に
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

円

谷

信

男

助
役

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
し
い
昭
和
六
十
一
年
の
新
春
を
迎
え

に
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を
実
現

す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
と
い

う
前
文
か
ら
始
ま
り
、
①
事
務
事
業
の

見
直
し
②
組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

③
給
与
の
適
正
化
④
定
員
管
理
の
適
正

化
⑤
民
間
委
託
・

O

A
化
等
事
務
改
革

の
推
進
⑥
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管
理

運
営
の
合
理
化
⑦
そ
の
他
ー
ー
の
よ
項

自
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
答
申
を
受
け
た
村
長
は
、
「
委
員

会
の
意
見
を
尊
重
し
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
会
で
は
、
今
後
も
必
要

に
応
じ
提
言
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
十
二
月
定
例
村
議
会
に
お
い

て
不
肖
私
が
本
村
助
役
と
し
て
議
会

の
同
意
を
い
た
だ
き
、
一
月
一
日
付

で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
私
は
浅
学
非
才
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
重
責
を
引

受
け
ま
し
た
以
上
は
、
三
十
七
年
余

村
職
員
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
経
験
を
充
分
に
生
か
し
、
誠
心

誠
意
村
長
の
意
を
戴
し
補
佐
役
と
し

て
村
政
発
展
の
た
め
最
善
の
努
力
を

重
ね
て
い
く
所
存
で
C
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
指
導
、

ご
鞭
接
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ゴ
同
州
↓
ナ
高
川
:
こ
睡
pun-α
尺
壁
一
ヨ
曲
、
ノ

た一

X
Z
A羽
根

f
l
h探
d
ノ歩謹言明つ

新
春
恒
例
の
村
消
防
団
(
仁
井
田
保

雄
団
長
〉
出
初
め
式
が
、
一
月
六
日
午

前
九
時
か
ら
須
釜
小
学
校
校
庭
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

団
員
二
百
八
十
人
が
出
場
し
、
国
旗

掲
揚
の
あ
と
参
列
者
全
員
で
殉
職
消
防

団
員
に
対
し
黙
と
う
を
捧
げ
、
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

続
い
て
点
検
官
に
委
嘱
さ
れ
た
村
長

を
先
頭
に
、
通
常
点
検
や
分
列
行
進
・

機
械
点
検
が
行
わ
れ
、
団
員
は
規
律
正

し
く
機
敏
な
動
作
で
点
検
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

村
長
か
ら
「
村
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
努
力
を
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
団
長

か
ら
は
「
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
予
防
消
防
に
努
め
て
ほ
し
い
」

* 

と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

冷
た
い
北
風
の
吹
く
中
、
出
場
さ
れ

た
団
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

間

10:00"""10:50 

11:00"""11:50 

時所

精 戸工

。須釜農協駐車場

根

場

。中

12:00.....， 13:.00 

14:00......15:30 

工

。玉川村役場

精尽。東

e長

霊童麗趨櫨長義藩藷謹轟轟轟盤韓議難麓E
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松
く
い
虫
に
ま
る
松
の
被
害
は
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
県
や
市
町
村
で
は

被
害
の
拡
大
を
防
ご
う
と
懸
命
の
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

'し
か
し
、
'
枯
れ
た
木
で
も
、個
'人
め
所

有
物
で
あ
り
、
被
害
木
の
伐
倒
警
に
つ

い
て
は
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
か
ら
実

施
す
る
の
で
、
時
間
が
か
か
り
、
そ
の

関
に
被
害
が
拡
が
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
ず
。そ
こ
で
、
松
く
い
虫
駆
除
を
強
化
す

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
自
分
の
松
山
を
調
査
し
て
く
だ
さ

い
。
被
害
木
は
トグ
ヘ所
有
者
が
駆
除

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
1

被
害

発
生
の
連
絡
と
伐
採
の
依
頼
が
あ

れ
ば
、
市
町
村
主
伐
倒
駆
除
を
行

い
ま
す
。

・
被
害
木
の
無
処
理
材
は
、
移
動
ま

た
は
放
置
に
つ
い
で
、
法
の
定
め
単
位
n

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
合
の
で

m
m

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

H
朝
国

・
松
林
を
売
る
場
合
は
、
必
ず
五
月

A
Q
E

末
〈
カ
ミ
キ
リ
が
飛
び
出
す
前
〉
与
J

ま
で
に
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。
引
し

・
伐
採
後
は
技
条
を
林
内
に
放
置
す
国
沼

る
こ
と
な
く
、
枝
葉
の
焼
却
か
薬
止
で

剤

処

理

を

し

て

く

だ

さ

い

。

お

レ

円
M
U
F
-
-
E

，，

※
被
害
木
は
、
薬
剤
処
理
等
を
す
れ
政
一

ば
燃
料
等
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
事
ク

連

絡

し

て

く

だ

さ

い

。

通

ン
交
コ

川川川111川川11川川11

松
く
い
虫
の
被
害
等
に
つ
い
て
は
、

役
場
産
業
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

年

買受
逼通
事安
故全
管祈
③願
Ot. zミ

交
通
安
全
協
会
須
釜
分
会
(
分
会
長

・
須
釜
r

信
好
〉
で
は
、
一
年
間
の
無
事

故
を
祈
る
た
め
、
一
月
一
日
南
須
釜
の

都
々
古
別
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

元
日
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
協
・
母

の
会
・
指
導
隊
の
役
員
約
二
十
名
が
出

席
し
、
玉
串
を
捧
け
て
須
釜
地
区
の
交

通
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

女
性
、
ド
ラ
イ
バ
ー

講
習
会
も
開
催

ま
た
、
須
釜
分
会
で
は
一
月
十
七
日

午
後
六
時
か
ら
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

石
川
警
察
署
交
通
係
の
佐
久
間
巡
査

部
長
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
じ
え
な
ら
安

全
運
転
に
つ
い
て
講
習
を
し
、
出
席
し

た
約
七
十
人
は
時
々
う
な
づ
き
な
が
ら

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

石
川
警
察
署
と
交
通
安
全
協
会
石
川

支
部
が
主
催
す
る
交
通
事
故
防
止
コ
ン

グ

i
ル
(
六
十
年
後
期
の
部
〉
で
、
泉

分
会
が
優
勝
し
ま
し
た
句

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
前
期
(
一
月

J
六
月
)
と
後
期
〈
七
月

l
十
二
月
〉

に
分
か
れ
、

事
故
や
違
反
の
件
数
な
ど

を
総
合
的
に
審
査
し
、
成
績
を
決
定
す

る
も
の
で
、
泉
分
会
は
五
十
九
年
後
期

の
部
に
続
き
二
年
連
続
の
優
勝
で
す
。

表
彰
式
は
、
一
月
十
八
日
、
石
川
町

で
開
催
さ
れ
た
交
通
事
故
防
止
合
同
連

絡
会
議
の
席
上
行
わ
れ
、
分
会
長
の
上

野
寛
一
さ
ん
(
竜
崎
〉
ら
に
賞
状
や
援

勝
旗
が
贈
ら
れ
、
出
席
者
か
ら
拍
手
を

浴
び
ま
し
た
。

心
配
ご
と
相
談
受
付

心
配
ご
と
相
談
所
で
は
次
に
よ
り
相

談
を
受
付
け
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

十
八
日
に
は
高
橋
弁
護
士
が
来
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
0

・
二
月
五
日
午
後
一
時

須
釜
公
民
館

・
二
月
十
八
日
午
後
一
時

役
場
北
庁
舎

ハ
社
会
福
祉
協
議
会
〉

N
H
K
学
園

通
信
講
座
で
学
習
を

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
講

座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
生
涯
学
習
(
通
信
講
座
〉

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
.め
の

書
道
・
硬
筆
・
俳
句
・
短
歌
・

閤
碁
な
ど
詑
講
盛
で
す
。

・
申
込
み
受
付

2
月
日
日
J
4

月
日
日

マ
高
等
学
校
〈
通
信
教
育
〉

普
通
科
コ
ー
ス

四
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

・
申
込
み
受
付

3
月
1
日
J
4

月
7
日

教
習国饗
し語コ
ま・ i
す英‘ス。笠五
な
ど
21 
科
目
を
，>.>.l，. 

てF-

-
申
込
み
受
付

3
月
1
日

1
4

月
初
日

海
外
在
住
者
コ

l
ス

海
外
在
住
の
社
会
人
、
青
少
年

が
〈
生
涯
学
習
講
座
V
・
〈
高

校
の
教
養
コ

l
ス
〉
を
通
信
講

鹿
で
学
習
し
ま
す
。

・
申
込
み
受
付

2
月
日
目
か

作
り
。

す
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
近
く
の

N
H
K
ま
た
は
干

一
八
六
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

ニ
l
一一一六
N
H
K
学
園
八
E
十
一

係
に
、
講
座
名
ま
た
は
コ

i
ス

名
、
あ
な
た
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
は
が
き

に
記
入
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

案
内
書
は
無
料
で
す
。

盤準置蓮盃麗轟轟露盤蓋藍璽睦露軍屈
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成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、
「
昭
和

六
十
一
年
成
人
式
」
が
就
改
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
九
十
三
人
が
社
会
人
と
じ

て
新
た
な
門
出
を
し
ま
し
た
。

新
成
人
は
、
や
や
緊
張
し
た
面
持
で

受
付
を
済
ま
せ
会
場
へ
。

式
は
九
時
三
十
分
か
ら
行
わ
れ
、
村

長
か
ら
「
郷
土
玉
川
村
の
未
来
を
築
く

担
い
手
と
し
て
、
一
一
層
の
研
さ
ん
を
積

み
、
新
し
い
意
欲
に
燃
え
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
式
辞
が
あ
り
、
成
人
者

の
名
前
が
一
人
ひ
と
り
読
み
上
げ
ら
れ

た
あ
と
、
代
表
し
て
一
一
一
輪
玉
美
さ
ん

ハ
小
高
〉
に
成
人
註
輩
出
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
議
会
議
長
や
村
青
年
団
連

絡
協
議
会
長
ら
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
円

谷
久
さ
ん
(
南
須
釜
)
が
、
「
人
格
形

成
に
努
め
、
社
会
人
と
し
て
計
恥
じ
る
こ

と
の
な
い
立
派
な
人
間
に
な
る
た
め
、
、

最
善
を
尽
く
し
ま
す
」
と
新
成
人
と
し

て
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
記
念
行
事
と
し
て
溝
井

浩
一
さ
ん
〈
役
場
勤
務
〉
の
「
若
人
の

翼
か
ら
学
ん
だ
も
の
」
と
題
す
る
講
演

が
あ
り
、
新
成
人
た
ち
は
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
土
を
学

び
、
日
本
と
の
違
い
を
改
め
て
認
識
し

た
様
子
で
し
た
。

大
人
へ
の
第
一

「
よ
く
こ
こ
ま
で
無
事
に
や
っ
て

こ
れ
た
な
あ
」
と
い
う
の
が
、
成
人

式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
第
一
声

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
に
と

っ
て
こ
の
日
が
来
る
の
が
あ
ま
り
に

早
く
て
、
何
が
何
だ
か
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

成
人
式
を
迎
え
た
先
輩
た
ち
が
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
第
一
に
発

す
る
言
葉
は
、
「
大
人
の
自
覚
」
「
責

任
あ
る
行
動
」
「
大
人
と
し
て
恥
ず

か
し
く
な
い
人
に
な
り
た
い
」
な
ど

の
よ
う
で
す
。
や
は
り
一
区
切
り
と

し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
る
人

が
多
い
の
で
し
ょ
う
。
私
と
し
て

歩
を
迎
え
て

士
ロ

5主L

貝

子
(
岩
法
寺
)

田
も
、
や
は
り
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
改

め
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
出

発
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
一
般
の

人
よ
り
も
ま
だ
ま
だ
未
知
な
部
分
が

多
く
、
ま
だ
子
供
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
小
さ
い
顎
か
ら
の
夢
で
幼

稚
園
教
諭
に
な
り
た
い
と
患
い
、
現

在
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
大

人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
と
思
う

前
に
、
子
供
に
映
る
自
分
と
い
う
も

わ
が
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
大
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
誰
か
ら
も
好
か
れ
、
尊
敬
さ
れ

る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す。
一
人
前
と
呼
ば
れ
る
に
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、
徴
力
な
が
ら
社
会
の
一

員
と
し
て
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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新成人

。

自

分

の

本

当

の

人

生

の

始

ま

り

だ

と

一

一

O
徐
々
に
自
分
や
社
会
に
対
す
る
責
任

思

い

ま

す

一

ん

一

み

た

い

な

も

の

を

感

じ

る

@
夢
は

お

金

を

た

く

さ

ん

貯

め

る

こ

と

一

目

印

一

@

時

間

が

あ

る

限

り

何

で

も

積

極

的

に

挑
戦
し
た
い
こ
と
は
ゴ
ル
フ
で
す
一

i

H
一
や
っ
て
み
た
い

@

抱

擁

力

が

あ

り

、

仕

事

熱

心

な

人

一

藤

υ
一
@
多
く
は
望
ま
な
い
け
ど
、
き
れ
い
で

O
村
か
ら
町

へ
と

一

日

も

早

く

発

展

す

一

須

一

や

さ

し

く
て
控
え
目
で
:
:
:

る

よ

う

頑

張

っ

て

ほ

ル

い

で

す

一

一

O
若
い
人
が
村
内
で
働
け
て
、
活
気
の

@

今

よ

り

も

っ

と

こ

じ

わ

が

増

え

て

い

一

一

あ

る

村

が

理

想

る

と

思

い

ま

す

一

O
自
分
に
責
任
を
持
っ
て
、
一
生
懸
命
一
@
み
ん
な
に
H

オ
ジ
サ
ン
μ

と
言
わ
れ

一
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
一
て
も
、
若
さ
だ
け
は
忘
れ
な
い
で
頑

一
@
家
庭
を
持
っ
て
元
気
に
仕
事
を
し
、
一
張
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

一

楽

し

い

暮

ら

し

を

す

る

こ

と

-

B

マ

J

J

一
@
や
さ
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
一

;
jti

E
J

ふ

JJ
E
F
一
一一
一一
同
魁

幻

一

O
新
し
い
企
業
が
く
る
よ
う
に
し
て
ほ
一

民

B
F
h
h圃
ふ

〉

位

置

・

謬

盤

強

と

一

し

い

一

監
園

調

騨

え

1
団

敦

辻

、巴
園
田
靖
纏

議

欝
凶
脳
玉
即
断
一
@
家
庭
を
持
ウ
て
元
気
に
生
活
し
て
い
一
組
・
罷
境
調
臨
時
i
i凶
四

国

盤

整

議

.

野

(

一

る

と

思

う

一

週

・

田

補

2
4
臨

回

〈

-a
・司
¥
ι・
大

一

一

麟
鏑
開
一
一
一
一

-
a圃
塩

一

!

一

O
成
人
と
い
う
一
つ
の
節
目
な
の
で
、

一
O
大

人

一

一一十
一

i
E
F
h緩
ん
一
仕
事
、
そ
の
他
に
頑
張
り
た
い

す
一
@
玉
川
村
を
自
分
の
も
の
に
し
た
い
一

-
一

瓢

週

三

湾

問
鈴
一
@
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
海
外
旅
行
を

鮒

竜

一

@

明

る

く

て

健

康

的

な

人

一

値

一

一

設

約

Y
宗
門
し
て
他
国
の
様
子
を
見
て
回
り
た
い

林

(

一

O
も

っ

と

一

ia院臨
界

ゾ
根
。
一
@
は
っ
き
り
言
え
な
し
ヵ
、
や
さ
し
く

¥
¥J
，{

川

)JA
ぺ
一

関
一
き
れ
い
で
思
い
や
り
の
あ
る
人
か
な

-

企

業

を

誘

致

し

て

ほ

し

い

一

一

O
将
来
町
に
な
る
な
ら
、
名
ば
か
り
の

一
@
幸
福
な
家
庭
を
築
き
、
J

仕
事
も

乗

っ

一

一

町

に

な

ら

な

い

よ

う

、

行

政

等

下

地

。

自

分

に

責

任

を

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

一

一

O
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
て
、
社
会
の
一
づ
く
り
を
し
て
か
ら
に
し
て
ほ
し
い

な

い

と

思

い

ま

す

一

一

一

員

と

な

り

た

い

で

す

ね

一

@

地

元

の

会

社

に

努

め

、

結

婚

し

て

平

@

誰

か

ら

も

愛

さ

れ

、

信

頼

さ

れ

る

看

一

一

@

海

外

旅

行

を

し

て

外

国

の

様

子

を

自

一

凡

な

暮

ら

し

を

し

て

い

る

と

思

う

護

婦

に

な

る

こ

と

一

一

分

の

日

で

見

て

み

た

い

と

思

い

ま

す

一

@

意

志

が

し

っ

か

り

し

、

社

交

的

で

仕

一

ん

一

@

明

る

く

誰

に

で

も

優

し

い

人

一

事

に

情

熱

を

燃

や

す

人

一

さ

〉

一

O
安
心
し
て
住
め
、
働
け
る
村
に
し
て
一

O
若

い

人

た

ち

を

中

心

に

、

新

し

い

活

一

准

?

一

ほ

し

い

と

思

い

ま

す

一

気

の

あ

る

村

に

し

て

ほ

し

い

で

す

ね

一

隆

吉

一

@

ご

く

普

通

の

平

凡

な

家

庭

の

主

婦

に

一

@

結

婚

し

て

仕

事

を

続

け

て

い

る

の

で

一

吹

(

一

な

っ

て

い

る

と

思

い

ま

す

一

は

な

い

で

し

ょ

う

か

一

矢

一

一

今
年
も
成
人
式
は
盛
大
に
そ
し
て
華

や
か
に
行
わ
れ
、
九
十
三
人
の
方
が
新

成
人
と
し
て
H

大
人
H

の
仲
間
入
り
を

さ
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
と
い
う
年
は
、
人
生
の
う
ち

の
一
つ
の
終
点
で
あ
り
、
ま
た
出
発
点

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
成
人
と
な
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
中
か
ら
七
人
の
方
に
、
次
の
テ
ー

マ
で
話
を
お
開
き
し
ま
し
た
。

。
二
十
歳
の
実
感
を
ひ
と
こ
と

@
あ
な
た
の
夢
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら

挑
戦
し
た
い
こ
と

@
理
想
の
異
性
像

。
村
へ
の
要
望

@
十
年
後
の
あ
な
た
は
ど
う
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
か

て
い
る
と
思
う

須釜勝徳さん

〈岩法寺)

額簡欝軍軍軍翼欝四彊言語趨躍
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親
子
三
、

ま
れ

山
小
屋
の
石
森
米
勝
さ
ん
宅
で
は
、
親
子
三

代
、
四
人
が
寅
年
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
、
地
区

の
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

米
勝
さ
ん
は
大
正
十
五
年
生
ま
れ
の
今
年
六
十

一
歳
、
娘
婿
の
良
三
さ
ん
と
娘
の
秀
子
さ
ん
は
昭

和
二
十
五
年
生
ま
れ
の
一
一
一
十
六
歳
、
孫
の
公
子
ち

ゃ
ん
は
昭
和
田
十
九
年
生
ま
れ
の
十
二
歳
で
、
家

族
七
人
中
四
人
が
寅
年
生
ま
れ
。
こ
の
こ
と
は
一

昨
年
ま
で
誰
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
そ
う
で
、
わ

か
っ
た
時
は
び
っ
く
り
し
た
と
か
。

秀
子
さ
ん
は
、
「
私
た
ち
の
孫
も
寅
年
だ
と
い

い
で
す
ね
」
な
ど
と
冗
談
も
。
四
人
と
も
寅
年
生

ま
れ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
と
て
も
や
さ
し

い
人
た
ち
で
し
た
。

-舗= -ー= ー-F m = = = 
霊
ー
ーーー-= -ーーーーーーーーーーー白ーーー胆ーーーー甲
信

一ーーゅ
ー回
目

明

白

" ー時-m -伊白
畑

z -M m 
叩

ー-p m -四時-m -m F 
ω 

“ 由問
問

= 白m 
m -w 由
担-m -= -ーー-m --m 
z 
自
由

“ ー叩
司

町

一叩
自

叩--m -m 
』

ーーー
ーーーーーーー--
一一日
目

m -ー
ーーーーーーー. 
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で
防
犯
時
び
か
け

須
釜
小
学
校
と
須
釜
地
区
防
犯
協
会
主
催
に
よ

る
た
こ
上
げ
大
会
が
、
今
年
も
一
月
四
日
、
須
釜

小
校
庭
で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
た
こ
は
、
冬
休
み
中

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
形
・
色
・
デ
ザ
イ
ン
そ
れ

ぞ
れ
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
。
防
犯
が
テ
ー

マ
と
い
う
こ
と
で
、
防
犯
協
会
の
は
っ
び
を
か
た

ど
っ
た
も
の
も
登
場
し
、
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

当
日
は
風
の
状
態
が
悪
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
子
供
た
ち
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
応
援

を
受
け
な
が
ら
、
自
分
で
作
っ
た
た
こ
を
な
ん
と

か
し
て
上
げ
よ
う
と
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し

た。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

手
づ
く
り
の

年
が
明
け
た
ば
か
り
の
一
月
一
日
、
泉
中
学
校

の
昭
和
四
十
五
年
度
卒
業
生
が
、
就
改
セ
ン
タ
ー

で
手
づ
く
り
の
同
級
会
を
開
擢
し
ま
し
た
。

中
の
小
針
弘
さ
ん
ら
地
元
に
残
っ
て
い
る
同
級

生
が
、
企
画
・
準
備
・
演
出
な
ど
一
切
を
自
分
た

ち
の
手
で
や
っ
て
み
よ
う
と
計
画
し
、
協
力
し
合

っ
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
料
理
も
現
在
調
理
士
を

し
て
い
る
一
ニ
人
が
腕
を
ふ
る
っ
て
作
っ
た
と
い
う

す
ぼ
ら
し
い
も
の
。

最
近
は
宴
会
場
な
ど
を
利
用
し
て
の
開
催
が
多

い
中
、
参
加
じ
た
同
級
生
た
ち
か
ら
は
、
「
こ
の

よ
う
な
手
づ
く
り
の
同
級
会
は
あ
っ
た
か
い
感

じ
で
、
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
と

い
う
声
が
多
く
関
か
れ
、
主
催
し
た
小
針

さ
ん
た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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大
工
さ

校
修
理

村
内
の
大
工
さ
ん
た
ち
で
組
織
し
て
い
る
村
建

設
業
組
合
(
組
合
長
・
野
崎
幸
男
さ
ん
)
の
皆
さ

ん
が
、
一
月
九
日
川
辺
小
・
玉
一
小
・
泉
中
の
校

舎
の
修
理
を
無
料
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
自
は
、
組
合
員
五
十
三
人
の
う
ち
、
役
員
十

七
人
が
参
加
し
、
戸
車
や
槻
の
付
け
換
え
、
戸
・

さ
ん
・
床
の
修
理
な
ど
に
一
日
が
か
り
。
使
用
す

る
材
料
を
自
分
で
持
ち
込
ん
だ
人
も
多
い
と
開
き

ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
作
業
を
見
習
っ
て

始
め
た
と
い
う
こ
の
奉
仕
活
動
、
今
回
で
二
回
目

で
す
が
、
今
後
も
続
け
ら
れ
る
，と
い
う
こ
と
で
、

教
育
委
員
会
や
学
校
側
か
ら
も
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す。
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
寒
い
中
、
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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毒事

こ
の
コ

i
ナ
l
は

村
民
を
紹
介
す
る
た

め
に
設
け
ま
し
た
。
「
こ

ん
な
人
が
い
ま
す
」
と
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

嗣nln川

い
ま
は
な
に
ご
と
も
イ
ン
ス
タ
ン

ト
が
喜
ば
れ
ま
す
。
手
間
ひ
ま
か
け

て
は
い
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
食

事
な
ど
で
も
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド

が
大
流
行
で
す
。

そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ど
も

パ

/ 

葉
た
ば
こ
作
り
で
全
国
表
彰

四
辻
新
田
の

関根庄吉さん(四辻)

今
月
は
、
昭
和
六
十
年
度
葉
た
ば
こ

生
産
功
労
者
と
し
て
日
本
た
ば
こ
産
業

紛
か
ら
感
謝
状
を
受
け
た
、
四
辻
新
田

の
関
根
庄
吉
さ
ん
〈
印
歳
〉
を
紹
介
し

ま
す
。た
ば
こ
に
触
っ
て
五
十
年
。
こ
の
間

に
た
ば
こ
に
関
す
る
賞
は
ほ
と
ん
ど
受

賞
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
回

の
感
謝
状
は
、
「
山
間
地
の
悪
条
件
を

克
服
す
る
た
め
積
極
的
に
土
地
基
盤
整

備
や
土
地
改
良
に
取
り
組
み
、
地
域
に

良
質
葉
生
産
品
質
向
上
を
浸
透
さ
せ

た
」
努
力
と
功
績
に
対
し
贈
ら
れ
た
も

の
で
、
県
内
で
は
五
人
だ
け
。

感
謝
状
の
贈
呈
式
は
、
昨
年
十
二
月

iyか
う
⑨ 

附お

外属余の
幼水

山稚李
国大

滋EZ
比一一
古

キ
教
育

の
育
て
方
も
だ
ん
だ
ん
せ
っ
か
ち
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
さ
っ
さ
と
大
き
く
な

っ
て
く
れ
な
い
か
、
早
く
手
が
離
れ
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
、
と
ひ
そ
か
に
願

っ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
す
く
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

関

根

庄

士
口
さ
ん

一
一
日
に
東
京
プ
リ
シ
ス
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
、
日
本
た
ば
こ
庫
業
側
社
長
直

々
に
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
関
根
さ
ん
は
、
「
回
り
の

人
の
ご
指
導
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の

で
、
私
一
人
の
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
よ
」
と
謙
虚
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た。
現
在
の
作
付
面
積
は
約
八
反
歩
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
息
子
の
吉
巴
さ
ん
に

経
営
を
任
せ
る
つ
も
り
だ
そ
う
で
す

が
、
最
後
に
「
も
っ
と
広
い
畑
で
た

ば
こ
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
と
語

り
、
ま
だ
ま
だ
た
ば
こ
作
り
に
意
欲

を
燃
や
す
関
根
さ
ん
で
す
。

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
、
と

い
い
ま
す
。
り
つ
ば
な
こ
ど
も
が
イ
ン

ス
タ
ン
ト
に
育
っ
た
り
す
る
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ご
ろ
は
あ
ま
り
き
か

れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ク
ン
ト
ウ
と

い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
薫
陶
と
室
聞

き
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
人
の
感
化
に
よ
っ
て
ほ
か

の
人
を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
り
っ

ぱ
な
人
聞
に
育
て
る
の
が
燕
陶
で
す
。

心
の
深
い
と
こ
ろ
へ
影
響
を
与
え
る
本

当
の
教
育
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
た
と
え
の
意
味
で

も
と
も
と
は
焼
き
も
の
を
つ
く
る
と
き

の
こ
と
ば
で
し
た
。
陶
器
を
つ
く
る
の

に
、
た
だ
の
土
を
こ
ね
て
成
型
す
る
の

で
は
な
く
、
呑
を
た
い
て
そ
の
か
お
り

2月は省エネ月間ノ

場事

を
土
に
し
み
こ
ま
せ
る
。
こ
う
し
た
土

を
こ
ね
て
こ
し
ら
え
た
も
の
を
焼
れ
よ

げ
る
と
す
ば
ら
し
い
陶
器
が
で
き
る
。

こ
れ
が
薫
陶
の
も
と
の
意
味
で
し
た
。

教
育
が
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
い
う

の
で
、
こ
の
こ
と
ば
を
借
り
て
き
て
、

自
に
見
え
な
い
、
す
ぐ
れ
た
感
化
の
こ

と
を
薫
陶
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
わ
け
で
す
。

こ
ど
も
の
育
つ
家
庭
に
も
、
親
の
愛

情
と
い
う
お
香
の
か
お
り
が
立
ち
こ
め

て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

家
風
で
す
。
こ
の
空
気
が
汚
染
さ
れ
て

い
た
り
し
て
は
、
り
つ
ば
な
こ
ど
も
は

育
ち
ま
せ
ん
。

清
浄
な
家
風
で
こ
ど
も
の
心
を
育
て

上
げ
て
い
く
の
は
ま
さ
に
蒸
陶
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト

マ
部
屋
の
大
き
さ
に
合
っ
た
効
率
の
良

い
冷
暖
房
機
具
を
買
う

マ
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
上
手
に

利
用
し
て
、
日
差
し
を
入
れ
た
り
、

熱
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
す
る

マ
す
き
ま
風
の
入
ら
な
い
気
密
性
の
良

い
住
宅
に
す
る

マ
天
井
・
壁
な
ど
に
断
熱
材
を
使
う

マ
太
陽
熱
温
水
器
な
ど
を
使
用
す
る

マ
家
の
周
り
に
木
や
芝
生
を
植
え
て
、

直
射
日
光
や
風
を
さ
え
ぎ
る

こ
う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
積

み
重
ね
て
、
快
適
危
省
エ
ネ
ハ
ウ
ス
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
ご
ろ
の
せ
っ
か
ち
な
お
母
さ
ん

に
は
ま
だ
る
っ
こ
い
の
で
し
ょ
う
。

即
効
の
あ
る
こ
と
を
し
た
が
り
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
こ
ど
も
に
ペ
ン
キ
を

ぬ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

.へ

γ
キ
は
一
臼
で
色
が
つ
き
ま
す

け
れ
ど
も
、
す
ぐ
は
げ
て
し
ま
い
ま

す
。
空
気
の
教
育
を
し
ま
し
ょ
う
。
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気
母
込ぷ

五
十
余
名
の
怠
加
者
を
得
て
、
恒
例

の
ス
キ
l
教
室
が
今
年
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
一
月
十
九
日
(
日
)
、

磐
梯
国
際
ス
キ

1
場
に
向
け
て
就
改
セ

γ
一タ
!
前
を
パ
ス
が
出
た
の
は
午
前
七

時
前
。
九
時
前
に
は
ス
キ

l
場
に
到
着

し
、
早
速
本
村
ス
キ
l
グ
ラ
ブ
員
の
皆

さ
ん
に
よ
る
実
技
指
導
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。グ
ル
ー
プ
分
け
の
簡
単
な
足
前
(
?
〉

テ
ス
ト
の
末
、
大
き
く
一
ニ
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
指
導
の
先
生
方
も
そ
れ

ぞ
れ
の
適
性
に
応
じ
て
、
上
・
中
・
並

(
?
〉
の
班
の
教
師
と
し
て
熱
心
に
午
前

中
の
二
時
間
余
り
を
指
導
し
て
く
れ
ま

ス
キ
ー室
か
ら

落

ぷb、
cl 

克

美

し
た
。
磐
梯
山
頂
に
輝
り
返
す
陽
光
は
強
烈

で
、
全
員
が
シ
ャ
ツ
を
一
枚
脱
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

昼
食
後
は
そ
れ
ぞ
れ
自
由
な
グ
ル
ー

プ
を
組
み
、
リ
フ
ト
を
使
っ
て
コ

i
ス

へ
出
向
き
ま
し
た
。

ゲ
レ
リ
λ

デ
は
、
コ
ブ
も
少
い
広
大
な

ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
プ
で
、
ア
カ
シ
ア
・
ぐ

み
沢
・
セ
ン
タ
ー
等
の
名
前
が
そ
れ
ぞ

れ
の
コ

i
ス
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た。幼
少
、
初
心
者
組
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
組

ま
で
、
自
由
に
コ

l

ス
を
選
べ
る
う
れ

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

眼
下
に
は
、
白
鳥
の
舞
う
猪
苗
代
湖

や
五
色
沼
を
流
れ
下
る
長
瀬
川
な
ど
の

大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
広
が
り
、
、
心
は
ま

さ
に
全
開
放
で
し
た
。

ス
キ
l
セ
ッ
ト
も
レ
ン
タ
ル
時
代
と

か
で
、
貸
ス
キ
!
が
安
価
で
〈
セ
ッ
ト

一
五

O
O円
〉
面
倒
な
く
借
り
ら
れ
、

便
利
で
し
た
。

ス
キ
ー
は
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
王
様

の
名
に
恥
じ
ぬ
楽
し
さ
を
私
た
ち
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。

午
後
三
時
過
ぎ
、
心
地
良
い
疲
労
が

残
る
身
体
と
ま
だ
滑
り
足
り
な
い
気
持

ち
を
乗
せ
て
、
パ
ス
は
ス
キ
i
場
を
後

に
し
ま
し
た
。

ス
キ
l
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
蔭
様

で
初
歩
滑
走
・
止
め
方
・
プ
ル

i
グ
の

交
互
押
し
出
し
の
練
習
方
法
が
理
解
で

き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
規
律
正
し
い
行

動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

年
も
同
好
者
を
募
っ
て
ど
怠
加
く
だ
さ

、。‘
L
V
 

最
後
に
、
今
回
ご
参
加
い
た
だ
け
な

か
っ
た
村
民
の
皆
さ
ん
の
奮
つ
て
の
ご

参
加
を
来
年
は
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
楽
し
さ
を
分
け
て
あ
げ
た
い
か

《り:::。
島
和
と
ろ
り
賀
状
で
辿
る

遠

い

日

々

館
長
か
ら
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

て
、
新
年
の
高
齢
者
教
室
が
二
十
二
日

泉
、
須
条
河
教
室
で
関
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
!
マ
は
、

ρ

生
き
が
い
は

演
歌
か
ら
U
H

と
い
う
こ
と
で
、
元
N
H

K
ア
ナ
、
和
田
明
さ
ん
(
長
沼
町
)
と

N
H
K
の
ど
自
慢
全
国
大
会
三
位
の
実

績
を
持
つ
森
玲
子
さ
ん
(
塙
町
〉
の
ご

指
導
に
よ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
演
歌
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
両
教

室
と
も
約
五
十
名
ず
つ
の
出
席
者
が
あ

り
、
先
生
の
指
示
に
良
く
従
い
、
お
ほ

め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
小
林
幸
子
の
グ
夫
婦
し

ぐ
れ
H

、
千
昌
夫
の

H

星
影
の
ワ
ル
ツ

の
替
え
歌
H

を
中
心
に
学
習
し
ま
し

た。
カ
ラ
オ
ケ
で
大
事
な
こ
と
は
、
①
速

さ
(
テ
ン
ポ
〉
を
正
し
く
す
る
②
自
分

の
音
域
を
知
り
、
合
っ
た
歌
を
選
ぶ
こ

と
③
持
ち
歌
を
三
つ
ぐ
ら
い
覚
え
る
こ

と
、
だ
そ
う
で
、
あ
と
は
現
場
研
修
あ

る
の
み
と
の
こ
と
で
し
た
。

後
日
、
は
が
き
で
和
田
先
生
が
、
「
勉

学
す
る
態
度
が
真
剣
で
、
純
粋
な
の
が

一
番
印
象
的
だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
は
、
担
当
者

と
し
て
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
し

た。覚
え
た
ば
か
り
の
恋
う
た
ひ
と
つ

歌
う
生
徒
と
と
も
に
あ
り

囲
碁
・
将
棋
大
会

子
供
た
ち
も
熱
い
戦
い

恒
例
の
囲
碁
将
棋
大
会
は
、
一
月
二

十
六
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
就
改

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

愛
好
者
四
十
一
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
得
意
の
F

手
H

を
披
露
し
な
が
ら
、

熱
い
戦
い
を
し
ま
し
た
。

小
学
生
も
大
人
を
相
手
に
真
剣
に
取

り
組
み
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し

た。
戦
い
の
時
に
は
厳
し
い
表
情
を
し
て

い
た
参
加
者
た
ち
も
、
終
了
後
は
お
互

い
に
反
省
し
合
っ
た
り
健
闘
を
称
え
合

っ
た
り
ん
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

正

勝

直
三
郎

徳

雄

離擁輔醸饗欝額麟議麓騒騒機藤議響

-
囲
碁
の
部

O

A

級
一

位

二

位

三

位

B

級
一

位

二

位

三

位
直

A

級
一

位

二

位

三

位

B

級
一

位

二

位

一
一
一
位

C

級
一

位

二

位

三

位

塩

沢
安

藤
久
保
木

草草林

野野

三
喜
人

正

博
正

司

将
棋
の
部

双矢双須関木佐添吉

里吹盟

正義政

輝隆博

藤根戸

光一峯

久之夫

藤田田

亨兄実

友
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健
康
で
楽
し
い
一
年
を
過
ご
し
た
い

と
は
誰
も
が
思
う
ζ
と
。
先
月
八
日
ど

十
四
日
に
、
無
病
患
災
を
願
う
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
竜
崎
の
ど
ん
と
焼
φ

耐 mmlllllll (9) 1111111川州

八
日
午
前
九
時
か
ら
竜
崎
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
民
の
間
に
日
墳
か
ら
、
「
正
月
の

お
札
や
し
め
な
わ
な
ど
が
た
く
さ
ん
た

ま
っ
て
何
と
か
し
た
い
が
、
神
様
を
粗

末
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
」
と

い
う
声
が
関
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回

初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

初
め
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
門
松
や

し
め
な
わ
・
お
札
な
ど
を
持
ち
寄
る
人

が
次
々
と
訪
れ
、
「
こ
れ
で
神
様
を
組

末
に
し
な
い
で
す
む
な
い
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

-
小
高
の
阿
弥
陀
講
・

旧
暦
の
十
一
月
二
十
八
日
に
あ
た
る

λ
俸
給
三
阿
弥
陀
堂
で
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

通
称
「
阿
弥
陀
様
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
行
事
は
、
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

お
さ
ご
(
米
)
や
だ
ん
ご
を
お
供
え
し

て
無
病
息
災
を
願
う
も
の
で
、
も
と
も

と
は
阿
弥
詑
如
来
を
信
仰
す
る
人
た
ち

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
一
般
の
人
も
多
く
訪
れ
て
お
り
、

鏡
石
町
か
ら
来
る
人
も
い
る
と
か
。

昔
は
H

く
さ
っ
ぽ
H
H

が
治
る
よ
う
に

と
い
う
願
い
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
交
通
安
全
を
願
う
人
が
多

い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
阿
弥
陀
堂
の
前
で
は
甘
酒
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
お
い

し
そ
う
に
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

-
南
須
釜
の
や
っ
ち
ゃ
小
屋
@

南
須
釜
、
南
宿
の
恒
例
行
事
で
あ
る

や
っ
ち
ゃ
小
屋
が
、
今
年
も
十
四
日
に

行
わ
れ
、
地
区
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

大
将
の
阿
部
浩
君
ら
子
供
た
ち
六
人

が
約
十
日
が
か
り
で
作
っ
た
と
い
う
わ

ら
小
屋
の
中
で
、
子
供
た
ち
は
地
区
の

人
た
ち
が
持
ち
寄
る
モ
チ
を
焼
い
た
り

甘
茶
を
ご
ち
そ
う
し
た
り
と
大
忙
し
。

接
待
が
終
わ
る
と
、
門
松
な
ど
と
一

緒
に
小
屋
を
燃
や
す
ど
ん
と
焼
き
が
行

わ
れ
、
一
年
間
の
安
全
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
税
法

上
、
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
全
額
が
所
得
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。

所
得
申
告
者
自
身
の
保
険
料

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
配
偶
者

や
家
族
の
保
険
料
を
申
告
者
自

身
が
支
払
っ
た
場
合
、
支
払
っ

た
保
険
料
の
全
額
が
控
除
、
き
が

課
税
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
o

dF

昭
和
六
十
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
申
告
企句

の
際
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ

〉
勺
J
O昭
和
六
十
年
度
の
国
民
年
金
保

福
島
県
最
低
賃
金

一
日
一
二
、
一
九
三
円

福
島
県
最
低
賃
金
が
、
こ
の
た
び
一

日
三
二
九
三
門
会
時
間
四

O
O円
)

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を
受

け
る
労
働
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
(
最
低
賃
金
法
第
五

条〉
け
れ
ど
も
、
年
齢
や
許
可
に
よ
る
適

用
除
外
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
低

賃
金
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

、。

記

。
福
島
労
働
基
準
局
賃
金
課

密

O
二
四
五
!
一
一
一
四
l
一
一
一
一

内
線
五
四
一

J
五
四
四

。
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ぼ
う
こ
う
炎
は

下
着
に
も
注
意

尿
が
近
い
の
に
、
排
尿
後
も
ま
だ

尿
が
残
っ
て
い
る
不
快
感
が
あ
る
ぼ

う
こ
う
炎
。
若
い
女
性
に
多
い
の
で

す
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
下
着
に

あ
る
よ
う
で
す
。

険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
定
額
保
険
料

V

月

額

六

、

七

四

O
円

年

額

八

O
、
八
八

O
円

八
定
額
+
付
加
保
険
料

V

月

額

七

、

一

四

O
円

年
額
八
五
、
六
八

O
円

な
お
、
支
払
っ
た
国
民
年
金
保
険

料
額
に
つ
い
て
不
明
な
方
は
、
役
場

住
民
課
年
金
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ

え」い。保険料は

控除対象

パ
γ
テ
ィ
ー
に
ガ
i
ド
ル
、
パ
ン

テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ジ
グ
と
、
化
織
の
下

着
を
何
枚
か
重
ね
て
い
る
と
、
湿
気

の
逃
げ
場
が
な
い
た
め
、
ム
レ
や
す

く
な
り
、
細
菌
の
繁
殖
し
や
す
い
状

態
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ぼ

う
こ
う
炎
と
い
え
ば
大
腸
菌
が
主
だ

っ
た
の
で
す
が
、
近
ご
ろ
は
ブ
ド
ウ

球
菌
、
連
鎖
状
球
菌
に
よ
る
も
の
、

あ
る
い
は
大
腸
菌
と
の
混
合
型
も
増

え
て
い
ま
す
。

軽
い
病
気
だ
か
ら
と
、
き
ち
ん
と

治
療
を
し
な
い
で
い
る
と
再
発
を
く

り
返
し
、
腎
孟
〈
じ
ん
う
〉
腎
炎
に

な
り
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
か
ら
注
意
を
。

機麟磯麟麟纏麟輯鶴麟鱒
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国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
第
四
十
八

期
海
外
移
住
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
南
米
で
農
業
を
経
営
し
よ

う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
現
地
適
応
訓

練
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
で
、
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。V
募
集
人
員
1
お
人

V
応
募
資
格
1
m
m
l
ω
歳
の
心
身
健
康

な
男
子

V
研
修
期
間
1
昭
和
白
年
4
月

J
昭
和

位
年
3
月

V
研
修
内
容
H

所
内
研
修
・
所
外
研
修

ω所
内
研
修
外
国
語
・
農
学
等
の

学
習
研
修
所
指
定
の
農
家

に
宿
泊
し
、
農
作
業

の
実
践

ω所
外
研
修

1，542戸(+1) 

7，521人〈十18)

3，716人〈十10)

3，805人〈十 8)

村のようす
(61年 1月1日現在〉

4・圃園h

回J

I1 
2 
3 

V
経
費
1
食
費
・
教
材
費
・
研
修
見
学

費
等
十
二
万
円
の
自
己
負
担

※
応
募
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

国
際
協
力
事
業
団
東
北
支
部
ハ
愈

O
二
二
二

l
二
三

l
五
一
五
一
〉

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
校
の
通
信
教
育
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

た
だ
い
ま
県
立
福
島
中
央
高
校
通
信

制
課
程
で
、
昭
和
六
十

一
年
度
の
入
学

生
を
左
記
に
よ
り
募
集
中
で
す
。

高
校
卒
業
の
資
格
を
取
得
し
た
い
方

や
一
般
教
養
を
高
め
た
い
方
な
ど
、
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
筆
記
試
験
が
百
く
入

学
で
き
ま
す
。

記普

通

科

四

O
O名

中
学
卒
業
者
ま
た
は
同

等
以
上

ρ
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者

昭
和
む
年
2
月
弘
日
か

ら
4
月
日
日
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
は
、
同
校
通
信
制
課

程
〈
密

O
二
四
五
!
二
三
l
四
七

七

O
〉
へ
。

-
募
集
定
員

・
出
願
資
格

-
出
願
期
間

M
日
(
金
〉
妊
婦
健
診

(
西
部
〉
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時

ω

分

日
日
(
火
〉
妊
婦
健
診

(
東
部
〉
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時

ω

分

斜
日
(
月
)
一
歳
六
カ
月

児
健
診
就
改
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時

ω

分

2
月
末
に
三
種
混
合
予
防
接
種
〈
3

回
目
〉
を
予
定
。
日
程
が
決
ま
り
次
第

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3
月

4
日
(
火
〉

妊
婦
健
診
〈
西
部
〉
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時
ぬ

分

mm
日
ハ
水
〉

お
日
(
日
〉

幻
日
(
木
〉

高
齢
者
教
室

玉
川
村
三
者
の
つ
ど
い

就
改
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時
ぬ
分

婦
人
カ
ラ
オ
ケ
教
室

就
改
セ
ン
タ
ー

確定申告はお早めに

固
定
資
産
税

今
月
の
納
税

小 蒜川地

高 生辺区

';f5 

11 法"
寺

北南竜
吉須 11 須 η 

釜釜崎

地

区

蒜

生
竜

崎

北
須
釜

土
問

四

辻

新

聞 お

で

め

(
第
四
期
分
)

た

ハ
十
二
月
届
出
分
〉

" 
出
生
児
氏
名

鈴
木
あ
ゆ
み

佐
久
間
和
徳

佐
藤
友
佳

溝

井

伸

幸

車

田

幸

大

木

田

智

仁

須
藤
政
士
山

橋

本

歩

大

竹

陽

子

草
野
真
祐
美

小
林
そ
の
美

飯
島
奈
津
美

溝

井

宏

事

関

根
i

亮

介

鈴
木
由
喜
校

お

く

や
(
十
二
月
届
出
分
〉

み

喜雄英常裕一安純重竹幸恒文昌代保

太 喜 重
一i郎勝雄司美雄也政失u司失雄2符、吉名

渡佐塩小石真由死

琴警津林井芝山 E
Cgウセイ主ハ震
ノーメン γ 子'ノル名

76 59 83 86 82 21 95年

由義重宏元忠秋齢
帯世

寿義一康清雄名主

で
忘す納
れ。期
ず摂
には
納二
め十
ま五
し日
よ'"
う火。、J
ま
で

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活

動
資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
北
須
釜
の
塩
沢
重
義
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
竜
崎
の
小
林
宏
一
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
小
高
の
岩
谷
勝
雄
さ
ん
か
ら

三

万

円

・
川
辺
の
吉
田
寿
光
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
〉

19件〉

〈昭和60年1月--12月〉

玉川村内における事故

。
13件 (59年

(59年。
-発生件数

者-死

29人〉16人 (59年者-傷




